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　江美城を探る会の７月講座は、湯梨浜町教育委員会生涯学習・人権推進課の尾

川伸弘さんに「羽衣石城跡 附 十万寺城跡 番城城跡」の国史跡指定までの過程に

ついて講演していただきました。

Ⓒうえもんくん

　湯梨浜町にある「羽衣石城跡」・「十万寺城跡」・「番城城跡」は今年の２月

に国史跡指定となりました。これらの城は、南条氏が築いた戦国時代の山城です。

豊臣秀吉による鳥取城攻めの際に、救援にきた吉川元春（毛利方）が直前に織田

方についた南条氏と戦う、つまり織田氏と毛利方との戦いの最前線の舞台でした。

国史跡指定にいたるまで、発掘調査や航空レーザ測量などを行い、この３つの城

の「関係性」や「価値」について考察してまとめられています。

①羽衣石城跡には広範囲に曲輪群があり、伯耆国内最大級の規模とされています。

居館跡とも考えられており、文献の調査から「地域の支配拠点」と位置づけられ

ています。

②十万寺城跡には大規模な土塁があり、発掘や史料等から臨時築城の特徴がみら

れるようです。さらに「秀吉軍の本陣・物資の補給拠点」と考えられています。

③番城城跡は周りを土塁で囲み、「防御」に特化したつくりになっています。

（特に吉川家がいる北側の防御を意識したつくり）

３つの城には上記のような関係性があり、連携した防御線を張っていました。

　そして、それぞれの城郭遺構が良い状態で残っていることや東伯耆攻防戦時の

進軍経路や布陣地が推測できること、「戦国時代の軍事戦略の多様性」が証明さ

れたこと等が「歴史的価値が高い史跡」といわれる理由です。

『「羽衣石城跡 附 十万寺城跡 番城城跡」の国史跡指定について』のレジュメ・『羽衣石城跡及び付城跡群総合調査報告書』より参照



場所：愛ベルこうふ（防災・情報センター）２階 　１４：００～

９月１３日（日）

　 講座内容：備陽史探訪の会 

　　　　　　 島田浩二氏による

                   「杉原盛重について」

　       
１０月１１日（日）

　 　　　　　　　　講座内容：江尾・本町・新町の

                                           絵地図の完成予定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
　　　　　

　豊臣秀吉が金箔瓦の使用を許可した城は全国に１７城あります。その理由とし

ては、「織田信長の後継者としての地位を天下に示すため」または「秀吉から援

助を受けた家臣にだけ許した」とされています。

　当時大坂城の城主は秀吉、和歌山城は弟の秀長、八幡山城（近江八幡山城）は

甥の秀次となっていました。豊臣の一門と同じ金箔瓦を使用できた城は３城のみ

で、駿河城（中村一氏）・金沢城（前田利家）・小諸城（仙石秀久）です。この

３城は金箔瓦の移動も許されていました。また、３城以外にも１１城が鯱・鬼・

飾り瓦のみに金箔を使用して良いとしていたのです。さらに徳川の領地と接する

国に対して威力や主張を見せつけるためや対朝鮮を考えて、福岡県小倉城（毛利

勝信）・大分県中津城（黒田孝高）・長崎県日野江城（有馬晴信）・熊本県麦島

城（小西幸長）・宮崎県佐土原城（島津家久）

の５城に金箔を許可しました。

　このように当時金箔瓦は秀吉の許可がなけれ

ば使用できないものでした。江美城跡から金箔

鯱瓦が出土されたということは何か関係してい

るのか？気になるところです。


